
宮城県第二工業高等学校 ～電気の力を地域へ～ 
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宮城県第二工業高校は，夜間定時制の工業高校です。２つの学科で構成されていて，私たち電気科

（通称：E 科）と電子機械科（通称：F 科）です。工業高校なので，工業科目を専門的に学習してい

ます。資格取得にも取り組んでおり，今年度は第二種電気工事士や計算技術検定などいろいろな資

格を取得している生徒がいます。 

給食は生徒も先生も楽しみの１つで，栄養士の先生によって計算された栄養満点のメニューが満載

です。ラーメンやみそカツ丼などが人気です。 

 

僕たち電気科２年（E2）は主に，普通教科の学習と電気に関する専門学科を学んでいます。クラスは

２人の生徒と正担任・副担任の４人です。毎日くだらないことで笑ったり，電気実習で切磋琢磨して

います。 

LHR では，少ない人数の結束を高めるために担任の先生の発案でよく 

ボードゲームをみんなで楽しんでいます。画像はよく遊ぶ，「THE マインド」 

というゲームです。 

１年次には，「You Tuber として地域に発信する」ことを目標に活動してきましたが，実現出来なか

ったので，去年の発表後からさらに話し合いを行い，「電気のことを発信しよう」という結論になり

ました。街中を見てみると，電気工事作業をしている作業員の方をよく見ると思います。実は電気工

事士の資格を持っている人が減少していて，作業員の数も不足しているのが現状です。 

そこで，作業員を少しでも増やせるように，資格取得に興味を持ってもらえるように，発信すること

がいいと思い，今年度の活動を始めました。 

これまで遊んできたボードゲームにはどんな種類があるかを知るため，担任の先生が持っている多く

のゲームを楽しみつつ，どんなメリット・デメリットがあるかを探究してみました。 

ボード型：現象を可視化しやすいが，準備のための資金が多く掛かってしまう。 

カード型：想像性を育めるが，可視化しにくい。資金はそこまで掛からない。 

ハイブリッド型：一番資金が掛かる。多くの人が楽しめる形になっている。 



＜活動の記録② ８月～９月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜活動の記録③ 10月～１２月＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜これからの展望と課題＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ここまでの感想＞ 

 〇 いろんなボードゲームで遊び，いろんな外部の人と話したことでボードゲームの楽しさや製作する  

    難しさを学ぶことができました。これからボードゲーム製作を頑張りたいと思います。           

                                                                             

 

 〇 これまでは，自分たちでボードゲームをして，それを生かして自分たちもカードを作ってみようとなり 

    ました。これからも正担任の先生が持ってきたボードゲームを遊びつつ，カードゲーム製作をクラス 

    で考えながら進めていこうと思います。                                             

 

夏休みが明けて，どのタイプのゲームにするか話し合った結果，カード型に決まりました。 

「ダウト×資格試験」という組合せで製作しようと行動を始めました。 

そこで，ボードゲームの製作について You Tube で動画を配信していた「社団法人ボードゲーム」

の岩田会長に連絡を取り，ボードゲームの製作に関すること・現段階で考えているゲームの大枠を

聞いてもらいました。 

多くの厳しい意見を聞き，ボードゲームへの認識の甘さが露呈しました。楽しむことに自信があっ

ても，作り手としての知識が乏しいと感じました。 

アドバイスを元にボードゲームを製作するための「ターゲット」と「ゴール設定」の再検討を始めま

した。10 月から学校行事の合間を縫ってクラス内で再検討を行ってきました。検討を進める中で，

僕たちは 1 次試験の筆記に関する知識の定着が難しいことが挙げられ，他の受験生も困っているの

ではないかと思い，カード型は変更せず，内容を第 2 種電気工事士の筆記試験対策と考えました。

そのために，どんな試験問題が製作に向いているか考え問題の選択を始めました。 

僕たちの活動に賛同してくれた校長先生から，宮城県内の電気関係の会社を紹介してもらい，これ

から活動をともにしてくれることが決まりました。電気の専門家と僕たち高校生がコラボレーショ

ンをすることでどんなゲームができるかを考えていきます。 

課題として筆記試験対策だけにポイントを置きましたが，専門家と一緒に活動できることが決まり，

もしかしたらカード型にこだわる必要があるのかと疑問が出ました。これから検討を加えつつ，来

年度から製作に入れるようにしていきたいです。 


